Natsume Soseki’s Poetry in Chinese : Focusing on Poems Written in Shuzenji While Seriously Ill （Part IV） by 黒田 眞美子

































究する。第一節「夢か現か」では、漱石の「夢」の多くは、浅き夢、名残りの夢、すなわち夢と現の間にまどろむ儚き夢であり、その中で、小説的分身が主体として登場していることなどを指摘した。第二節「 〈水〉のポリフォニー」では、漱石詩の「夢」は流動性を有し、その動因は、中国 伝統 な魂魄観念を淵源とし、動態は漱石詩の叙景描写に数多く描かれる「水」と類似する。 「水」は融通無碍に流れて 自然 景観や季節感のみならず、人生の比喩や詩人の願望を託す寓意な 多様な意匠を凝らし、ポリフォニックな調べを奏でているこ を述べた。 「夢」と「水」を考察する中で、両者に共通して関連する「天」が浮上する。
次の第三節では、 「天」の存在が如何なる影響を及ぼしているかを分析し、漱石詩における「夢」について、さらに論考を深めたい。なお詩語の「空」が「そら」を意味する場合も含めることにする。
第三節








































































































































































































人」 ）のような詩句を想起させ 「遶」が川の流れにも用いら ることは、前節 指摘したように漱石 「夢 と 水 との親和性を再確認さ
せる。ともに動的存在として流れてゆくのである。また必ずしも李詩の「山」 「川」の対句の連想ではないだろうが、 「夢を遶る」 「孤愁」は、山と川、すなわち⑨「江山秋已老」へと繋がって行く。この擬人化による季節の推移（自然） 老年意識（人事）につい の対句⑨⑩は、李賀詩との関わりで論じたので、縷説を省く。　
第六聯に、 「天」への視線が詠まれる。伊豆における日々を回顧して





るように、自然も病身もともに衰弱しつつあるが、⑪は、それでも「天」はやはり（ 「尚」 ）健在 詠う。青い空 大きい空は、
85「万事休す」と































しているのは、 『老子』に基づくといえよう。 「澹」は「淡」に通じてゆき、確かに「淡泊」というニュアンスを有しながらも、漱石 それだけではない思い入れを籠める。 『草枕』六に、明らかである。　「出世間的」 「非人情」の「感興」を求めて旅に出た画工は、鄙びた温泉宿に逗留し、画題を決めようとして呻吟する。その興趣や構想 典故満載の美文で開陳する。 「余が心 只春と共に動いて居る 云ひたい



































ば、 『草枕』で「澹」のイマージュに「波」が用いられていることとも強ち無関係ではあるまい。 「風に揉まれて」起こされた表層の「軽薄で騒々しい」波ではなく 深海の底に「潢洋」 （後述）と揺蕩う不可視の壮大な波である。世俗と超俗の対比を認め得て、 「與雲澹澹間」の真意が明らかになる。　
右の如く、漱石の「澹」には、やはり水とその揺動感との関わりが看
取される。さればこそ末句の「風露」へと滑らかに流れて行く。 風露」は、陶淵明詩に、 「靡靡と て秋已に夕 り、淒淒として 露交〻す」（ 「己酉歳九月九日」五古八韻、第一聯）と見えるように、爾来、秋の季節感を表すことが多い そ は、やはり「風」よりも秋 季語というべき「露」に依拠すると考えられる。周知のごとく、 『禮記』月令篇「孟秋」を表す「白露」や『楚辭』 「九辯」の「秋既に先づ戒
つ
ぐるに白露

















照） 、 「実際の詩である。詩のための詩ではない。だから存して置く（十月十七日）と述べる。 「詩のための詩」とは、現実とは異なる詩の世界を構築すること、これまでに挙げたよう 虚構的作品で、願望や理想を託して、隠遁者など別人格に成りきっ 詩篇を意味す のだろう。
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であった」 （ 『思ひ出す事など』二十）と述 おり、秋空 澄明感を「露」を用いて表現する。したがって、この「天」は、対義語である「地」と分断された存在ではなく、 「露」が媒介して大地と関わることを物語る。漱石詩の「天 は、豊かな「水」を包摂し、それによって、大















他、香炉峰の滝を「疑ふらくは是 銀河の九天より落つるかと」と天の川を用いて、ダイナミックに詠いあげる。彼が 謫仙人」 （天界から流謫された仙人）と称される所以でもあるが、それはさておき 「滝」「露」では壮大さが異なるにしても、 「天の川」が「九天」 （最も高い天）より落ちてくるという発想は、右の俳句にも影響を与えたかもしれない。いずれにしても、天と地が連携しており、その間に水（ 川）が介在している。　
また西晋・張華『博物志』では、 「海渚」に住む男が、毎年八月にな












































で引いたように、前対後散格の詩で、起承の対句 、天（室外）と地（室内） 、水と火の対比である。だが天と地、いずれも夜の帳に包まれて夢か現か判然としない時空で、この夢も典型的特徴を備えている。殊に起句「夢繞星潢泫露」は、溢れんばかりの露が天空を蘸すかのようである。それとともに天の川のほとりをさまよう「夢」も、豊満な水分に包まれて朦朧としている。漱石 「夢」の流動性は、 「遶」を得て、蛇行しながら流れる川 の親和性を生むと指摘したが、それが天空にまで広がっている。 「潢」字は、六書の中の形声に分類され 音声を表わす「黄」は「廣（広） 」に通じて、形容詞としては水の深く広いさまを表わす。前掲の「澹蕩」を説く文中の熟語「 洋」とい 畳韻も そ 意を表し、 「大陸から大陸迄動いてゐる
潢洋
たる蒼海の有様」と、壮大な海










を添える。これも浅き夢であることを物語るが、 「夢」と天の川との一体感が看取され 漱石の「 」が、 こでも水と親和性があることを明示する。　
さらに
2244「病んで夢む天の川より出水かな」 （ 『思ひ出す事など』十）
という句もあ この句は、伊豆のみならず、東京をも襲って、 「汽車が不通」 （十一）になったほどの洪水を期に詠まれた。降り続く伊豆の雨天を「裏山の絶壁を真逆に下る筧 竹が、青く冷たく光って見えた幾日」と記し、 「筧」の水音は、普段なら「人 寝静まると始めて夢ふ」が、 「風と雨に打ち消されて全く聞 なくなった。其うち水が出るとか出たとか云ふ声が何処からともなく耳 響いた」 （十）と述べる。鋭く研ぎ澄まされた漱石の聴覚を物語り、 「筧」の水音が「夢」にも浸入するのは、王符の「感夢」に属する一例といえよう。そして彼は下界の洪水を、天の川から溢 出た水と捉え 。ここにも「天」が雨という「水」によって大地と連なるイマージュを看取し得るのである。漱石が、浅き夢の中で半ば覚醒し 視覚、皮膚感覚 す 含めて体感しているのは、天 川とその岸辺に滴る露 発する圧倒的な水だった。逆にそれが彼を夢か現か 識域に位置づけたのかもしれない。夢も現も朦朧とけぶる水蒸気に包まれて、いずれかを判別するのは、無意味であろう。漱石詩の「夢」は、 「天」 中で「水」 結びつく。その「天」 、もしくは「寥廓」た 「天無き天」は、何物 も束縛制約されない自由な無限の時空であり、そ ゆえに 直接的には無関係の「夢」と「水」をも包
摂し得、両者の関わりを可能ならしめたのである。　
その中で、なぜ「露」が詠われるのか。この「星潢」すなわち天の川





















































































人生の短促を看取し得る。③ 「薫蕕」は、君子と小人、あるいは善人と悪人の比喩で、いわば玉石混交の「人の世は」 「兎角に住みにく 」という感慨に繋がる。それでも何かを求めて生きようとしたが、結局、④「此の生」は『荘子』の説くように「夢」に過ぎない。さすれば、寝椅子を庭先に持ち出して午睡を楽しもうと詠う。その中に露が見える。　
露と蟬が対語として成立する所以は、容易に類推し得るように、短命





「露」の清らかさは命の持続に不可欠な要素であり 双方とも 清らかな存在と て自然界を象徴するのである。漱石は、そこに人工的な「履」「牀」を侵入させ、酷暑のひと時をやり過ごそうとする。それまで盛んに鳴いていた「亂蟬」は、一瞬、ハタと沈黙す 夏の聴覚的一場面として十分リアリティがある。だが、 「凄露」は、真夏 昼時、
階きざはし
に生じ























































































盛んに合唱していた「蟬」は、力尽きた。①「死死」具象化の一例である。熱気で乾いていた夏天は、今や清く澄んで「露」を滴り落とす。秋到来をいち早く告げると う梧桐の落葉をしとど濡らすが、露しか飲まないという蝉は、もう な 。この「露」は、まるで「寒蟬 死に至らしめるかのように詠われている 色彩対を意識して、④も色取り豊かな秋の景物を列挙して視覚的表現を試みている。⑤の冷涼感はその意味
系列に連なるとともに、 「蒼雁」に導かれた仰角の視線に「三寸」と小さく見える月が、より高い天空へといざなう。それに対して⑥は、対句構造による天地対の「地」としての部屋を描くが、 こ は「灰」のぬくもりがわずかに人間存在の名残りを留めるだけで、もはや誰もいない。詩人はどこに行ったのか。それが不気味な尾聯に収束していく。不気味さは、その難解さにも起因す 。突如現れる「鬼」とは、一体何なのか。末句の「夢」を如何 解すべきか 謎は深い。以下に、一応の推論を記すことにする。　
⑦は、空中で「鬼」がすすり泣きながら詩人の耳元に何事か囁く。
















土中に碧なり」 （ 「秋來」 ） 、 「漆炬（鬼
















す） 」 （首聯）と見える。 「百愁」が蟬聯体で強調され、擬人化によって、万事休すという「 」の絶望感が詠われている。漱石の「愁い」は、まさにオメガ、すなわち 生最後まで続くことを物語るが、その苦悩はさらに深く、 「百鬼夜行」のイルージョンといえよう。
188・
189いずれの














などの詩語からも明らかなように、 「天」は神々やその居所を連想させるので、 「空」は相対的に、より下方という見方 成立する。 「空中」は、そ 意味で、より人
じんかん
間、現実に近いといえよう。ただ「天」六十四










ば、 「我」は一海注の如く死者と看做すが、 「鬼」は単なる「亡霊」ではなく、神格化された「鬼神」と解したい。 「神」ゆえに 散華」が可能になるのである。だが仮に「鬼神」だとしても、果たして兵士たちの亡霊だろうか。彼らが 散華」する光景に 違和感を拭えない ⑧の夢は、
188詩のイルージョンと異なり、蓮の花びらを撒くことによって数段





















校注』巻十二）と見える。陳鐵民注は、 『 摩經』の右の場面を引く。宋詩からは飛躍的に増え、李綱（後掲） 黄庭堅 范成大、陸游らが名を連ねる。清代に至っても、王漁洋 一六三四～一七一一）が 海棠を見て「好し是れ維摩 方丈空し 恰も逢ふ
　
天女散華の時」 （ 『漁洋精華












































































































歌・俳句・漢 など）とは異なる新しい詩形を目指して作られた。明治十五年に刊行された『新体詩抄』に始まる。明治末期に成立した口語詩より以前の文語詩で、律格は七五、 五五、 七七調などで、
poetry
のスタ


















碧」 （ 「秋來」 ）を先に挙げた。 「秋來」詩には、 「書客」の を墓場に導く美女の幽霊（ 「香魂」 ）も登場して、イマージュが近い。斯くの如く、漱石の新体詩はジャンルを異にしながら、漢詩の基本的形式に類似する。　
さらに両篇は、共通の詩語（鬼・月・碧、そのほか、拙論の目下の関
鍵語である天・露・夢）を用いており それらの特異な詩語が醸し出す独特の興趣に類似性がある は、当然と言えよう。と に「秋」を背景にして、 「月」への視線が「天」へと広がること、 「夢」が詩の枠組みを形成していることが、よく似た詩境を構築する。かようにアナロジーが認められるからには、
189詩の「夢」で「散華」する「鬼」は、野ざらし




（⑳㉑㉔）なのである。典故の男性から女性への変換、これもやはり漱石詩が用いる典故使用の特徴の一例といえよう。それにしても「鬼女」と「天女」のイマージュの齟齬は まだ消 な この命題 含めた両篇の死生観は、以下 ように、中国 支怪や民俗の影響を顕著に認め得るのである。　
結論から説けば、中国の民間宗教の俗説や支怪において、若くして
































































薩たちの身に触れるとスルリと落ちるが、弟子たちの身には付着して離れない。弟子たちは懸命に取り払おうとする。修行の身で、華美な花は戒律に反すると考えるからだ。天女はそれを見て 舎利弗（釈迦の十大弟子の一人。智慧第一）と問答を始め 詳細は専著に譲るが、天女が説くのは、花を出家者にふさわしくないと分別したのは、他でもなく舎利弗自身であり、それは「一切の分別」からの自由な境地 悟りとする仏法に適っていないということである。菩薩たちは、その に達しているがゆえに、はなびらは付着しなかっ すなわ 花の付着は、執着の比喩である。天女は、さらに 死を畏れるがゆえに生に執着して、「色聲香味触」の「結習」に駆られるのだと説く。李綱詩の「結習」は、この語が典拠である。　
189詩が、①「死死生生萬境開」と始めたように、漱石は生と死の命題


























































（第二・三聯） 。寡婦となった女性が亡夫のために貞潔を貫く決心を歌い、その決意の揺るがなさを「古井水」で喩えている。以後、この詩 典故となって、現代中国語においても、その水は、寂然として かなる外物にも揺るぐことのない心の比喩となり 多くは、寡婦を意味する。したがって、 「鬼哭寺」 女性 星を、音も鮮やかに受け止めた「古井」とは、㊹「生死に渡る誓」という鬼女の永遠不変の決意 表象といえよう。　
漱石詩は、斯くの如く中国古代の死生観とそれを踏まえた唐詩などの














や、 『草枕』の画工が描こうとした水に漂うオフィーリアの「憐れ」を彷彿とさせる。一見、恋の成就を歌って、 「鬼哭寺」の悲劇とは異なるようだが、裏返せば、ともに現世では結ばれない恋であり、同じく漱石の「水」と「夢」が作り得た作として印象深い。 「水底」は、漱石の夢想の中では、鬼女が 迷ってい ㉞「天」と繋がり、融通無碍の水 流れによって、死（天）から異世界（水底）での再生のイマージュを無理なく結ぶ。 「うれし水底」 「愛の影ほの見ゆ」は、そ 表白であり、それゆえ「水底の感」は 藤村の鎮魂を可能にし である。　
一方、 「鬼哭寺」の鬼女は、 「古井の底」で再生したと思うも束の間、






















　『薤露行』 （巻二、明治三十八年十一月初出）は、アーサー王伝説に基づく王妃ギニヴィアと騎士ランスロット 恋 皮切りに展開する。王妃の夢から始まり（一「夢」 ） 、北の試合に遅れて赴くランスロットが、日暮れて一夜の宿を借りたアストラット（アーサー王伝説中の地名）の古城の姫エレーンと出会い 三 袖 彼への叶わぬ に自死を選んだエレーン 亡骸を運ぶ五「舟」で終わる五部構成の作である。随所に「夢」と「露」が記さ 、拙論にとって考察するに値する。有名な江藤・大岡論争を含めて、少なくない先行研究があるが、今それについて触れる余裕はない。必要に応じて参照する。　拙論において、まず指摘すべきは、 『薤露行』には、なぜか「鬼哭寺」




















































































である。自然と人間 対比では、確かに人の命は儚い。だが人間も自然の一部と認識すれば、 「死を超えた」 「未来」は可能なのである。 「鬼哭寺」と「水底」の歌は、その「未来」の夢ではないか。 「鬼哭寺」においては、昇天して星となった女性が天では恋する人 遭遇せず、強く念じて、再びこ 世に降下する。落ちた場所の 古井の底」は、黄泉に繋がる大地の冥府 果た それを「再生」といえるかどうか心許ない。ただその希求は明らかである。一方、 水底 において 異世界で恋は成就する。 「うれし水底。清き吾等に、譏り遠く憂透らず
…（略）…
愛の影ほの見ゆ」 。したがって『薤露行』 「露」は、漱石が託したほのかな希望の光を含むといえよう。この「清らかさ」は 先 遺書中にも見えるが、エレーンの形象に用い れ、最後の場面でも強調されてる。　
最後は、エレーンの願い通り、父と兄が、遺書を彼女の右手に握ら

















































えるのは、 『薤露行』冒頭、ランスロットが王妃と最後の密会をした部屋の窓から見た五月の景色（一「夢」 ）である。 「館を繞りて緩く逝く江に千本 柳が明かに影を蘸
ひた
して、空に崩るゝ雲の峰さへ水の底に流れ込
む」と描写する。遠景でありながら、 「江」の描写が精細で、や り漱石の水へのこだわり 窺える。両岸の千本もの柳が水面に影を浸し、崩れかかった雲が「水底」に流れ込む。今や「水底」が単なる景色ではないことを我々は知っている。最初 何気なく読み過ごしていたこの景色は、実は、最後 悲劇的舟行 伏線だっ のである。この空と水とが映
発する相関性が「死」と関わることを、漱石独自の境位と認めてよいだろう。それは、 「娑婆と冥府の界」 、すなわち、第三節最初に挙げたあの
91「縹渺たる玄黄の外、死生交〻謝する時」という時空にほかならな
い。まるで五年後の漱石の 三十分の死」を予言するかのようである。雲と川双方が発する水蒸気が、現世の境界を朦朧と包んで、少女が「舟に乗りて他界へ行く」のを可能にする。この「他界」は 鬼女がさ迷った「天」か、はた た「うれし水底か」 。ともに 夢ならぬ夢、暗 らぬ暗きあたり」なら天地の境界さえ無意味であろう。融通無碍に揺蕩い流れる水が、 と地を超えて、漱石 「夢ならぬ夢」を遶らせ得たのである。　
その夢は、五年後、衝撃的「三十分の死」によって、より実感を伴っ
て展開された 『薤露行』との違い 、病臥という状況が生んだ表現形態である。 「実生活の圧迫を逃れ」 、 「本来の自由 を得た心 浮んだ「天来の彩紋」というべき「詩」と「句」 （漢詩と俳句）である。彼は仰臥しながら「形のない趣を」 「横に噛み竪に砕 て」 「判然と目の前に創造」した。それゆえ伊豆での日々を、 「露けさ 里」とし 捉え、夢のような時間の中で、豊かな夢の「詩 と「句」を紡ぐことができ のである。現実を離れ、多くの人が病気を気遣ってくれて「生存競争の辛い空気が、直に通はない山の底に住んで」 、仰臥したまま「秋の露に洗はれつゝ高くなる」空 ひ すら眺めていたという（ 思ひ出す事など』 ） 。その「山の底」は、 「譏り遠く憂透 ず」 「愛 影ほの見ゆ という「水底」と何とよく似てい ことか。伊豆 夢 諸篇は、五年前、漢詩空白期の夢想「ゆるく
漾ふ


















天を浮かぶるが若し」 （ 「江中望月影」 ）など、六朝末から始















































































返っている。秋の離宮の寂寥感を詠うが、景物として「芙蓉」 「露」 、さらに井戸まで詠まれている。川合氏は、①②を挙げて、 「天」の喩詞として「水」を用 て、 「空と水とが溶けあって拡がる」夢幻空間が出現すると論ず（五三八頁） 溢れんばかりの露が天の川の流れる天 を浸す漱石の夢（
83「夢遶星潢泫露幽」 ）を彷彿とさせよう。もっともここ





風草草」の「露花」は「露」そのも 露華」 ） 意味もあ が、ここでは花をしとど濡らす露であり、 花は、②「芙蓉」以外 見当たらない。⑧「金井下疎桐」は、秋の到来をもっ も早 告げるという 桐」の葉が、井戸にハラハラ舞い落ちるさまを詠う。井戸は、当該作「五月」にも「井に汲む
　
鉛華の水」と見え、宮女の化粧のための水場とし


















































































五百人」の故事に触れて、単なる挽歌ではなく、 「それぞれの思いのために自ら命を断った人々への挽歌だったから」 （点線は塚本氏）と論ず。従って『薤露行』は、 「ランスロットへの思いのために〈食を断って〉自殺したエレーンへの挽歌である」 （四九一頁） 。首肯し得る見解である。拙論は、 の遺書中の文言が、 「鬼哭寺」 「水底の感」にも用いられていることを証して、塚本説を補強した。さらにそこには、エレーンが命を賭して希求した幸福な「未来」への仄かな可能性が窺われることを指摘した。それを「再生」とはいえないまでも 伊豆で「三十分の死」を経て、仰臥しながら 夢」を遶らす漱石 とっ 決して小さくない意味 もってい ので ないだろうか。　
189詩の「夢」の中の「鬼」の正体を追及して「鬼哭寺」に至り、その
「露」の行方を追うことで、 『薤露行』に辿り着いた。漱石の「露」は、ポリフォニックな水性を遺憾なく発揮して、季節感、涙、恋、魂 清らかさ、透明感、命の儚さなど多様 寓意と意匠を凝 していた。特に天と地を結び付け、さらには、それを超越し、永遠性を希求することは、特筆すべきである。大患期 成立した漱石の「天」は、夢魂が自由に遊行する空間として位置づけられ、その「夢」は、 現 とも紛う醒めた夢で、死の意識が色濃く支配していた。だがそれゆえにエレーンの「生死に渡る誓」は貴く、伊豆で開 た「新しい天」の誕生にも寄与 たである。　
最後に付加すれば、この「夢」と「露」から生まれた仄かな希望は、
三年後（明治四十一年）上梓の『夢十夜』第一夜に継承されている。すでに部分的にそれを指摘したが、そのほかの関連個所を挙げよう。 「も





ちた」 。 「自分」は「冷た 露の滴る、白い
瓣はなびら
に接吻」する。この「露」














































































の草木は「老」 「衰 しているのに、 高樹
だけ
は「鬱々と茂る枝を残し




























































るが若し。俗人は察察たり、我独り悶悶たり」に続く。蜂屋邦夫訳注 、この句の注に「 〈澹〉は静かなさま。淡泊。 」 「自分のあり方を形容したもの」と記す（岩波文庫、二〇〇九・七） 。
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室」 （ 『何水部集』五古四韻）が有名。唐代に 何遜詩第五句を詩題 し






































































則「維摩不二法門」に見 。呉道玄については、唐・張彦遠『歴代名画記』巻一（ 『四庫全書』所収）参照。 「歴代能画人名」の唐代二〇六名中に列挙され、 「唯觀呉道玄之迹、可謂六法俱全、萬象畢盡、神人假手窮極造化謂也」 （ 論畫六法」 ）など、絶賛されている。 『韻語陽秋』は、四庫全書所収。南宋・葛立方 ？～
一一六四）が昔汝州の龍興寺で、呉道玄の壁画
を見たが、それは、 「維摩示疾、文殊來問 天女散花」を描いていたという。王維の詩文集は、中華書局、二〇一七・六（第九版） 。なお王維は六祖慧能の碑文「能禅師碑 九）にも「
散花天女、能變声聞之身」と用い







わが泣く声は秋の風」 （ 『奥の細道』金沢での句） 。小杉一笑































































の詩は、 「野井」 （ 『甫里集』巻十一 「朱閣前頭露井多 碧梧桐下美人過」 ） 、李郢（生卒年不明、宣宗・大中十年の進士）の詩は、 「暁井」 （ 『全唐 』巻五九〇「越女携瓶下金素、曉天初放轆轤聲」 ）など。
（
68） 「列女操」は、北宋・郭茂倩『楽府詩集』 （中華書局、一九七九・十一）巻五八、琴曲歌辞二などに収録 ただし、孟郊 別集（ 『孟東野詩集』など）各書は 皆「妾心
井中
水」に作る。明・高棅『唐詩品彙』 （上海古籍
























74） 『終南山の変容』Ⅳ李賀（研文出版、一九九九・十） 。 「李賀と比喩」三。
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78） 『吾輩ハ猫デアル』中編自序（全集巻十六）に引用された子規からの最後の手紙。 「昔カラ西洋ヲ見タガツテ居タ 子規は、漱石のロンドン便りを「近来僕ヲ喜バセタ者ノ随一」と喜び、 「今一便ヨコシテクレヌカ」と所望した。だが漱石は「つい其儘にして居るうちに 死んで仕舞つたこの後悔は
163「誤って季子と為り期無きを愧ず」 （没年九月十三日）など
と「季札の剣」に託して詠われ、終生消えることはなかった。
